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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

１０交雑種去勢牛の肥育実態調査

交雑種去勢牛の産肉特性
分類 ②

1～２年（完了）

交雑種を利用して牛肉の高品質化を図るため、
素牛の選定、及び交雑種肥育技術の参考とする。

交雑種去勢牛の産肉特性を明らかにし、肥育

Ⅱ試験方法

１調査対象品種

ＢＤ去勢牛（黒毛和種８×ホルスタイン種早）４２頭

２
ＲＤ去勢牛（褐毛和種８×ホルスタイン種早）
調査場所と調査方法

6頭

(1)産肉能力県内の肥育農家11戸で現地聞き取り調査
(2)枝肉熔付福岡食肉市場株式会社で市場調査！
３調査項目

増体、出荷時の月齢・体重、牛枝肉栴付

Ⅲ主要成果の概要

交雑種を肉利用する場合、乳用種雌牛への交配品種として黒毛和種が適当であること、
交雑種去勢牛の産肉特性を明らかにした。

１巌肉能力

及び

交雑積は、群飼養管頚が比較的容易であり、
あることが特長である。

哨育～肥育期の発育が黒毛和種と比べて良好で

ある｡

２枝肉幣付

品種比較では、通算の日平均増体量はＲＤがＢＤと比べてやや良好で
h

(1)交雑種の枝肉は、枝肉歩留が乳牛去勢牛と比べて２～3％良く、また、ロース面積が大き
く、ばらが厚く、食肉として見栄えの良いが特長がある。
(2)歩留等級は、ＢＤ、ＲＤとも乳牛去勢牛械の「Ｂ」格付が一般的である。
(3)肉質等級は、２２～23カ月齢で出荷する場合、ＢＤがＲＤと比べて３等級以上の上物率が高
い。脂肪交雑は交配種雄牛によっては「+l」（疏開1-～3-）を示し、交雑種利用による高品
質化が可能である。

－２８６－



－２８７－

Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表交雑種去勢牛の噛育育成成績（ｌ～２年）
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注）①ＤＧは日平均増体量

②参考は全国平均値（１年度畜産物生産饗調査より）
第２表交雑種去勢牛の枝肉格付（ｌ～２年）
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注）①ＢＭＳ（脂肪交雑基準）１～１２＝脂肪交雑Ｏ～脂肪交雑５
②参考は全国平均値（１年度畜産物生産費調査より）

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１交雑種肥育素牛の選定、及び肥育技術の参考となる。
２交雑種肥育素牛は、産肉検定済みで肉質（賄肪交雑）のよい黒毛和種種雄牛の産子を肥育
素牛として選定することが望ましい。

３出荷時月齢は肉質等級に影響する傾向がみられ、交配種雄牛別に出荷適期を決定する必要
がある。

Ⅵ今後の研究上の問題点

交雑種去勢牛の哨育育成・肥育技術の薙立

Ⅶ姿料名

2年度福岡県農業総合試験場畜産研究所試験成績書


